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１．目的 奈良県の地域格差を理解し、
どうしたらこの格差は解消されるのかを考える。

２．仮説 北部は都会・南部は田舎なイメージがあったり、北部民と南部民の間で話の
すれ違いが起きたりするので、何らかの差があるのではないかと思う。

３．方法 インターネット、SNSを使って調べる。

４．結果

５．考察
栄えている所は経済がより発展し成長し続
けるが、栄えていない所は栄えていないか
らこそ人口も少なく経済がより衰退してし

まう、といった『負のサイクル』に陥っ
ている。
こうした問題には、地域全体で改革をする
必要がある。

６．まとめ、感想
奈良県の南北格差は奈良県民全員で考えるべ
き！
むやみに施設だけ作っていくのではなく、そ
れに伴い、交通網や政治面も発展させ、住み
やすい場所へ！
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